
　

今
号
が
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
に
は「
紅

葉
の
た
よ
り
」が
聞

こ
え
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

　

今
年
は
猛
暑
が

続
き
、植
物
は
そ
の

対
応
に
追
わ
れ
、早

め
の
開
花
や
な
か

な
か
実
が
な
ら
な
い

な
ど
、季
節
感
に
も
ず
れ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

作
物
や
草
木
が
試
練
に
耐
え

順
応
し
て
い
く
力
に
は
、
目
を

見
張
る
ば
か
り
で
す
。

　

年
月
を
経
て
、
自
分
に
見

合
っ
た
生
き
方
を
見
つ
け
て
い

く
こ
と
は
、
私
た
ち
も
見
習
い

た
い
で
す
ね
。

（
濱
委
員
長
記
）

議会の新しい構成をお知らせします

議
会
だ
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令和５年は、法隆寺地域の仏教建造物が日本で初めて
　　　　　　　　　　　　　　　世界文化遺産に登録されて３０年です。
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9月定例会

▲作品名「天高く～いにしえからのメッセージ～」　木田　祥子　撮影　　
（撮影地　法起寺）

一般質問要旨
　議員が行政全般にわたって、町長など執
行機関に対して、事務の執行状況や将来に
対する方針などについて質問や報告・説明
を求める「一般質問」。
　どのような質問が行われるか、本会議初日
（夕方）にアップしています。

定例会・臨時会
委員会の日程

　直近に開催される定例会・臨時会

各委員会の日程を掲載しています。

会議録

　本会議や各委員会での議員や町の理
事者等の発言を詳しく記録した会議録
をホームページで掲載しています。
（平成１３年以降の本会議・委員会）

議案・審議結果

　各定例会等に提出された議案と議決

結果を掲載しています。（令和４年度第

１回定例会以降の議案・審議結果）



令和4年度決算を審査

  ３
歳
児
健
診
に

新
た
な
視
力
検
査
機
器
を
導
入

　
　

令
和
４
年
度
に
、３
歳
児
健

診
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
屈

折
検
査
機
器
を
導
入
さ
れ
た
。

　

こ
の
機
器
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
何
人
の
お
子
さ
ん
に
つ
い

て
、
弱
視
等
の
目
の
異
常
の
早

期
発
見
・
治
療
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
か
。

　
　

屈
折
検
査
機
器
を
導
入
し

た
こ
と
で
、
精
密
検
査
の
対
象

に
な
っ
た
３
歳
児
は
、
令
和
４

年
度
は
９
人
で
し
た
。
健
診
後

も
、
医
療
機
関
か
ら
情
報
を
得

な
が
ら
、
保
護
者
の
フ
ォ
ロ
ー

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
は
、

町
独
自
で
窓
口
負
担
も
補
助

　
　

子
ど
も
医
療
費
や
障
害
者

医
療
費
は
県
事
業
も
町
事
業
も

あ
る
が
、
町
は
他
町
と
比
べ
て

手
厚
く
支
援
し
て
い
る
の
か
。

　
　

県
基
準
に
合
わ
せ
て
窓
口

負
担
と
し
て
、
例
え
ば
５
０
０

円
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
斑
鳩
町
は
そ
の
５
０
０
円

も
町
で
負
担
し
て
お
り
、
手
厚

く
補
助
し
て
い
ま
す
。

一
時
預
か
り
保
育
は
、

私
立
保
育
所
と
連
携
し
て
対
応

　
　

一
時
預
か
り
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
は
対
応
で
き
て
い

た
の
か
。

　
　

町
立
保
育
所
で
は
、
令
和

４
年
度
当
初
、
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
た
の
で
、
私
的
保
育

の
た
め
の
一
時
預
か
り
に
対
応

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。緊
急
保

育
や
非
定
型
的
保
育
の
た
め
の

一
時
預
か
り
に
つ
い
て
は
、
要

望
が
あ
り
、
町
内
の
私
立
保
育

所
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

役
場
庁
舎
の
Ｏ
Ａ
化
を
推
進

　
　

内
部
情
報
系
、
総
合
行
政

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
分
離
し
て
庁
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
整
備
さ
れ
た
が
、

危
機
管
理
の
た
め
に
多
く
の
費

用
が
必
要
だ
っ
た
の
か
。

住
民
情
報
等
を
守
る
た

め
、こ
れ
ま
で
、３
つ
の
情
報
系
を

別
の
機
器
で
対
応
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
、１
台
の
端
末
機

で
、
実
際
は
三
層
に
分
か
れ
て
い

る
技
術
を
用
い
て
、再
整
備
し
ま

し
た
。あ
わ
せ
て
、
老
朽
化
に
よ

る
機
器
等
の
更
新
も
お
こ
な
い

ま
し
た
の
で
、前
年
度
よ
り
も
多

く
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　処

理
水
放
流
の
切
替
に
よ
る

コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

　
　

水
質
汚
濁
の
防
止
の
た

め
、
鳩
水
園
の
処
理
水
を
県
流

域
下
水
道
へ
の
放
流
に
切
り
替

え
ら
れ
た
が
、
経
費
削
減
の
効

果
は
あ
っ
た
の
か
。

令
和
４
年
７
月
25
日
か
ら
県

流
域
下
水
道
に
放
流
し
て
お
り
、

前
年
の
同
時
期
に
か
か
って
い
た
費

用
と
比
較
す
る
と
、約
３
８
２
万

円
の
経
費
減
と
な
って
い
ま
す
。

令和4年度決算を審査
　令和４年度斑鳩町一般会計、各特別会計、企業会計等の歳入歳出決算を審査するため、９月８日、１１日の２日
間にわたり、決算審査特別委員会を開催しました。委員から多くの質問や意見がありましたが、今回はその主な内
容をお知らせします。

令和4年度決算を審査

　委員会では、監査委員から、各会計決
算について、それぞれ関係法令に準拠し
て調製され、誤りがないものと認められ
たこと、また、各基金の運用状況につい
ても計数に誤りなく、適正に運用されて
いると認められたとの報告を受けました。
　この報告を受けた後、決算の認定のた
めの審査を行いました。

一
般
会
計

問答

問答

問答

問答

問

答

◀
令
和
４
年
度
に
導
入
し
た

　

屈
折
検
査
機
器

▲し尿処理施設・鳩水園

令和５年第４回定例会では、それぞれの議案を委員会に付託し、
詳しく審査しています。
議案の内容などについては、各委員会の記事をごらんください。
　　決算：決算審査特別委員会  ３～５ページ
　　建水：建設水道常任委員会  12ページ
　　厚生：厚生常任委員会  13ページ
　　総務：総務常任委員会  14ページ

9月定例
会では

こん
なこと

が決まりました

こん
なこと

が決まりました

こん
なこと

が決まりました

定例会の案件 結　果付託先

斑鳩町印鑑条例の一部を改正する条例について

令和５年度塵芥収集車（プレス式パッカー車）の取得について

令和５年度デジタル防災行政無線システム戸別受信機の取得について

令和５年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）について 

令和５年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について

令和５年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

令和５年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

令和４年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

令和４年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

令和４年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について 

令和４年度斑鳩町下水道事業会計決算の認定について 

斑鳩町教育委員会委員の任命について同意を求めることについて 

斑鳩町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求めることについて 

令和４年度斑鳩町水道事業会計継続費精算報告書の報告について 

令和４年度斑鳩町下水道事業会計継続費精算報告書の報告について 

学校給食費無償化の着実な推進を求める意見書について 

厚生

第４回 定例会第４回 定例会
令和５年９月１日～９月２６日

満場一致で可決

賛成少数で否決

報　　告

15ページに
賛否の討論

15ページに
賛否の討論

冨井祐子氏を
任命することに
同意

　とみ い　ゆう こ

萩原有紀氏を
選任することに
同意

　はぎはら　ゆ き

条例

予算

契約

決算

人事

発議

報告

斑鳩町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する
条例について 
斑鳩町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援
施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

総務

賛成多数で認定

満場一致で同意

満場一致で認定

満場一致で認定

決算

　このたび、元・大森恒太朗議会議員が業務上横領の疑いで逮捕されましたことは、大変遺憾であり、住民
の皆様をはじめ、多くの方々にご心配とご迷惑をおかけしていることについて、深くお詫び申しあげます。
　住民の皆様からの信用と信頼を失墜させた今回の事態を重く受け止めており、単に元議員の不祥事とし
てとどめることなく、議員一人ひとりが職責の重さを再確認し、議会をあげて信頼回復に努めてまいりますの
で、ご理解賜りますようお願い申しあげます。

お　詫　び

斑鳩町議会議長　  中  川    靖  広

厚生
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屈
折
検
査
機
器

▲し尿処理施設・鳩水園

令和５年第４回定例会では、それぞれの議案を委員会に付託し、
詳しく審査しています。
議案の内容などについては、各委員会の記事をごらんください。
　　決算：決算審査特別委員会  ３～５ページ
　　建水：建設水道常任委員会  12ページ
　　厚生：厚生常任委員会  13ページ
　　総務：総務常任委員会  14ページ

9月定例
会では

こん
なこと

が決まりました

こん
なこと

が決まりました

こん
なこと

が決まりました

定例会の案件 結　果付託先

斑鳩町印鑑条例の一部を改正する条例について

令和５年度塵芥収集車（プレス式パッカー車）の取得について

令和５年度デジタル防災行政無線システム戸別受信機の取得について

令和５年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）について 

令和５年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について

令和５年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

令和５年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

令和４年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

令和４年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

令和４年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について 

令和４年度斑鳩町下水道事業会計決算の認定について 

斑鳩町教育委員会委員の任命について同意を求めることについて 

斑鳩町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求めることについて 

令和４年度斑鳩町水道事業会計継続費精算報告書の報告について 

令和４年度斑鳩町下水道事業会計継続費精算報告書の報告について 

学校給食費無償化の着実な推進を求める意見書について 

厚生

第４回 定例会第４回 定例会
令和５年９月１日～９月２６日

満場一致で可決

賛成少数で否決

報　　告

15ページに
賛否の討論

15ページに
賛否の討論

冨井祐子氏を
任命することに
同意

　とみ い　ゆう こ

萩原有紀氏を
選任することに
同意

　はぎはら　ゆ き

条例

予算

契約

決算

人事

発議

報告

斑鳩町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する
条例について 
斑鳩町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援
施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

総務

賛成多数で認定

満場一致で同意

満場一致で認定

満場一致で認定

決算

　このたび、元・大森恒太朗議会議員が業務上横領の疑いで逮捕されましたことは、大変遺憾であり、住民
の皆様をはじめ、多くの方々にご心配とご迷惑をおかけしていることについて、深くお詫び申しあげます。
　住民の皆様からの信用と信頼を失墜させた今回の事態を重く受け止めており、単に元議員の不祥事とし
てとどめることなく、議員一人ひとりが職責の重さを再確認し、議会をあげて信頼回復に努めてまいりますの
で、ご理解賜りますようお願い申しあげます。

お　詫　び

斑鳩町議会議長　  中  川    靖  広

厚生
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令和4年度決算を審査

議
会
の
日
程

議
会
の
日
程

　

開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局

７
４
―
１
０
０
１　

内
線
３
０
２

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

令
和
5
年
12
月
議
会

11
月
16
日（
木
）

17
日（
金
）

20
日（
月
）

22
日（
水
）

12
月
1
日（
金
）

　
　

6
日（
水
）

7
日（
木
）

8
日（
金
）

11
日（
月
）

13
日（
水
）

15
日（
金
）

20
日（
水
）

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会　

閉
会
中
の
委
員
会

【
本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。】

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
効

果
で
要
介
護
認
定
者
が
減
少

　
　

要
支
援
者
が
増
加
し
、
要

介
護
者
が
減
少
し
て
い
る
状
況

を
、ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

早
期
に
要
介
護
認
定
を
促

し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
状
態
の
回
復
、

現
状
維
持
、
重
度
化
の
防
止
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、要
支
援
者
が
増
加

し
、
重
度
の
要
介
護
認
定
者
が

減
少
し
て
い
る
も
の
で
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
効
果

が
出
て
き
て
い
る
と
分
析
し
て
い

ま
す
。

給
水
原
価
が
上
昇
し
た

原
因
は

　
　

令
和
４
年
度
の
給
水
原
価

が
前
年
度
よ
り
も
８
円
上
が
っ

て
い
る
原
因
は
何
か
。

　
　

前
年
度
よ
り
修
繕
の
費
用

が
増
加
し
た
こ
と
と
、
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
増
加
が
主

な
原
因
で
す
。

　

上
水
道
事
業
に
か
か
る
修
繕

は
、
前
年
度
は
１
３
４
件
で
し
た

が
、
令
和
４
年
度
は
漏
水
復
旧

な
ど
で
１
８
９
件
を
実
施
し
ま

し
た
。

下
水
道　

予
測
よ
り
普
及
率
が
上
昇

　
　

推
計
表
で
は
令
和
４
年
度

の
普
及
率
が
69
・
７
％
、
接
続

率
が
74
・
５
％
と
な
っ
て
い
る

が
、
令
和
３
年
度
に
作
成
さ
れ

た
推
計
表
の
数
値
と
比
べ
て
、

普
及
率
が
若
干
上
が
っ
て
い
る

が
、
接
続
率
は
若
干
下
が
っ
て

い
る
の
は
、そ
の
理
由
は
何
か
。

　
　

下
水
道
の
供
用
開
始
が
予

測
よ
り
進
み
ま
し
た
の
で
、
整

備
面
積
が
増
え
、
普
及
率
が
上

が
り
ま
す
。普
及
率
が
上
が
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
決
算
時
点
で

は
、
接
続
率
が
予
測
よ
り
も
若

干
下
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
質

疑
回
答
が
あ
り
、
審
議
を
深
め

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、一
般
会
計
、各

特
別
会
計
等
の
決
算
は
す
べ

て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

（
木
澤
委
員
長
記
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

木
澤
正
男

副
委
員
長　
　
　

小
城
世
督

委　
　

員　
　
　

齋
藤
文
夫

〃
　
　
　
　

伴

吉
晴

〃
　
　
　
　

大
森
恒
太
朗

〃
　
　
　
　

横
田
敏
文

〃
　
　
　
　

奥
村
容
子

水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

▲法隆寺観光自動車駐車場内の舟塚古墳、
　現地説明会のようす

目
安
堤
防
線
の
整
備
状
況
は

　
　

目
安
堤
防
線
の
道
路
改
良

は
す
す
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

令
和
４
年
に
１
，
２
０
０

万
円
の
補
助
金
を
受
け
、
県
道

大
和
高
田
斑
鳩
線
か
ら
目
安
神

社
ま
で
の
間
の
北
側
側
道
部
分

の
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

全
体
の
完
成
は
、
い
つ
ご

ろ
に
な
る
見
込
み
か
。

　
　

神
社
の
御
神
木
等
が
あ
る

た
め
に
拡
幅
が
難
し
い
部
分
が

あ
る
の
で
、
地
元
と
協
議
等
を

し
な
が
ら
、
解
決
に
向
け
て
進

め
て
い
き
た
い
。こ
の
た
め
、完

成
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。

住
民
と
協
働
で

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
　

町
有
地
や
公
共
の
施
設
、

道
路
脇
な
ど
に
花
を
植
え
る
よ

う
に
す
れ
ば
斑
鳩
町
が
き
れ
い

な
ま
ち
に
な
る
と
思
う
。住
民

に
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
呼

び
か
け
る
し
く
み
を
つ
く
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　

町
も
、
行
政
と
住
民
と
の

協
働
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
住
民
団
体
を
支

援
し
緑
化
推
進
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
が
、
担
い
手
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、令
和
５
年
度
に
、協

働
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
の

町
か
ら
の
募
集
テ
ー
マ
と
し

て
、「
公
共
空
き
地
へ
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
あ

げ
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、さ
ま

ざ
ま
な
手
法
に
よ
る
支
援
の
事

例
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
文
化
財
教
育
を

小
・
中
学
校
で

　
　

令
和
４
年
度
か
ら
調
査
を

実
施
さ
れ
て
き
た
舟
塚
古
墳
に

つ
い
て
、
今
年
９
月
の
現
地
説

明
会
に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
見

学
に
こ
ら
れ
た
。斑
鳩
町
で
こ

の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
も
の
が

出
土
し
た
こ
と
を
小
・
中
学
校

で
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
ほ

し
い
と
思
う
。

　
　

斑
鳩
を
学
ぶ
授
業
の
な
か

で
、今
回
、発
掘
調
査
を
し
た
舟

塚
古
墳
だ
け
で
な
く
、
藤
ノ
木

古
墳
や
法
隆
寺
の
関
係
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
広
げ
な
が
ら
、
授
業

を
展
開
で
き
る
よ
う
、
教
育
委

員
会
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
史
・
上
巻
が
好
評

続
編
の
編
さ
ん
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　

令
和
４
年
度
に
刊
行
さ
れ

た「
新
修　

斑
鳩
町
史　

上
巻
」

は
立
派
な
も
の
が
完
成
し
た
が
、

続
編
の
編
さ
ん
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
？

　
　

新
修
・
町
史
は
、現
在
、目

標
と
し
て
、
令
和
７
年
度
末
に

中
巻
を
、
そ
し
て
令
和
９
年
度

末
に
下
巻
を
発
刊
す
る
予
定
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　借

地
料
の
高
額
な
公
共
施
設

移
転
も
含
め
て
検
討
を

　
　

公
共
施
設
の
中
に
は
、借
地

を
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、そ

の
な
か
で
も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
借
地

料
が
た
い
へ
ん
高
額
で
あ
る
。

問答問答

問答

問答

問答

答問答

問

問答

問答問答

◀
令
和
４
年
度
に
整
備
さ
れ
た　
　
　

　

目
安
堤
防
線
北
側
の
側
道

▶
新
修
町
史
・
上
巻
は
、

　

教
育
委
員
会
事
務
局
で
販
売
中

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
必
要
だ
と
思

う
が
、場
所
を
移
転
す
る
な
ど
検

討
で
き
な
い
か
。

　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
借
地
料

に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度
に
地

権
者
と
交
渉
し
、若
干
値
下
げ
も

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、全
体

的
に
考
え
、場
所
の
移
動
等
も
含

め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

積
極
的
な
人
間
ド
ッ
ク
受
診
を

　
　

人
間
ド
ッ
ク
は
し
っ
か
り

受
け
て
い
た
だ
く
べ
き
だ
と
思

う
が
、
定
員
に
達
し
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

　
　

令
和
４
年
度
は
１
１
５
名

か
ら
申
込
が
あ
り
、
途
中
で
辞

退
な
ど
が
あ
り
、
受
診
さ
れ
た

の
は
１
０
２
名
で
し
た
。

　

定
員
は
以
前
か
ら
１
２
０
名

で
、
過
去
に
は
定
員
を
超
え
る

年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は

定
員
内
に
収
ま
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　介護が必要になった高齢者も、住みな
れた自宅や地域でくらし続けることができ
るように、「医療・介護・介護予防・生
活支援・住まい」の５つのサービスを一
体的に受けることができる支援体制。

用 語 メ モ

「地域包括ケアシステム」とは
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令和4年度決算を審査

議
会
の
日
程

議
会
の
日
程

　

開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局

７
４
―
１
０
０
１　

内
線
３
０
２

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

令
和
5
年
12
月
議
会

11
月
16
日（
木
）

17
日（
金
）

20
日（
月
）

22
日（
水
）

12
月
1
日（
金
）

　
　

6
日（
水
）

7
日（
木
）

8
日（
金
）

11
日（
月
）

13
日（
水
）

15
日（
金
）

20
日（
水
）

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会　

閉
会
中
の
委
員
会

【
本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。】

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
効

果
で
要
介
護
認
定
者
が
減
少

　
　

要
支
援
者
が
増
加
し
、
要

介
護
者
が
減
少
し
て
い
る
状
況

を
、ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

早
期
に
要
介
護
認
定
を
促

し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
状
態
の
回
復
、

現
状
維
持
、
重
度
化
の
防
止
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、要
支
援
者
が
増
加

し
、
重
度
の
要
介
護
認
定
者
が

減
少
し
て
い
る
も
の
で
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
効
果

が
出
て
き
て
い
る
と
分
析
し
て
い

ま
す
。

給
水
原
価
が
上
昇
し
た

原
因
は

　
　

令
和
４
年
度
の
給
水
原
価

が
前
年
度
よ
り
も
８
円
上
が
っ

て
い
る
原
因
は
何
か
。

　
　

前
年
度
よ
り
修
繕
の
費
用

が
増
加
し
た
こ
と
と
、
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
増
加
が
主

な
原
因
で
す
。

　

上
水
道
事
業
に
か
か
る
修
繕

は
、
前
年
度
は
１
３
４
件
で
し
た

が
、
令
和
４
年
度
は
漏
水
復
旧

な
ど
で
１
８
９
件
を
実
施
し
ま

し
た
。

下
水
道　

予
測
よ
り
普
及
率
が
上
昇

　
　

推
計
表
で
は
令
和
４
年
度

の
普
及
率
が
69
・
７
％
、
接
続

率
が
74
・
５
％
と
な
っ
て
い
る

が
、
令
和
３
年
度
に
作
成
さ
れ

た
推
計
表
の
数
値
と
比
べ
て
、

普
及
率
が
若
干
上
が
っ
て
い
る

が
、
接
続
率
は
若
干
下
が
っ
て

い
る
の
は
、そ
の
理
由
は
何
か
。

　
　

下
水
道
の
供
用
開
始
が
予

測
よ
り
進
み
ま
し
た
の
で
、
整

備
面
積
が
増
え
、
普
及
率
が
上

が
り
ま
す
。普
及
率
が
上
が
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
決
算
時
点
で

は
、
接
続
率
が
予
測
よ
り
も
若

干
下
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
質

疑
回
答
が
あ
り
、
審
議
を
深
め

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、一
般
会
計
、各

特
別
会
計
等
の
決
算
は
す
べ

て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

（
木
澤
委
員
長
記
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

木
澤
正
男

副
委
員
長　
　
　

小
城
世
督

委　
　

員　
　
　

齋
藤
文
夫

〃
　
　
　
　

伴

吉
晴

〃
　
　
　
　

大
森
恒
太
朗

〃
　
　
　
　

横
田
敏
文

〃
　
　
　
　

奥
村
容
子

水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

▲法隆寺観光自動車駐車場内の舟塚古墳、
　現地説明会のようす

目
安
堤
防
線
の
整
備
状
況
は

　
　

目
安
堤
防
線
の
道
路
改
良

は
す
す
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

令
和
４
年
に
１
，
２
０
０

万
円
の
補
助
金
を
受
け
、
県
道

大
和
高
田
斑
鳩
線
か
ら
目
安
神

社
ま
で
の
間
の
北
側
側
道
部
分

の
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

全
体
の
完
成
は
、
い
つ
ご

ろ
に
な
る
見
込
み
か
。

　
　

神
社
の
御
神
木
等
が
あ
る

た
め
に
拡
幅
が
難
し
い
部
分
が

あ
る
の
で
、
地
元
と
協
議
等
を

し
な
が
ら
、
解
決
に
向
け
て
進

め
て
い
き
た
い
。こ
の
た
め
、完

成
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。

住
民
と
協
働
で

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
　

町
有
地
や
公
共
の
施
設
、

道
路
脇
な
ど
に
花
を
植
え
る
よ

う
に
す
れ
ば
斑
鳩
町
が
き
れ
い

な
ま
ち
に
な
る
と
思
う
。住
民

に
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
呼

び
か
け
る
し
く
み
を
つ
く
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　

町
も
、
行
政
と
住
民
と
の

協
働
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
住
民
団
体
を
支

援
し
緑
化
推
進
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
が
、
担
い
手
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、令
和
５
年
度
に
、協

働
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
の

町
か
ら
の
募
集
テ
ー
マ
と
し

て
、「
公
共
空
き
地
へ
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
あ

げ
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、さ
ま

ざ
ま
な
手
法
に
よ
る
支
援
の
事

例
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
文
化
財
教
育
を

小
・
中
学
校
で

　
　

令
和
４
年
度
か
ら
調
査
を

実
施
さ
れ
て
き
た
舟
塚
古
墳
に

つ
い
て
、
今
年
９
月
の
現
地
説

明
会
に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
見

学
に
こ
ら
れ
た
。斑
鳩
町
で
こ

の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
も
の
が

出
土
し
た
こ
と
を
小
・
中
学
校

で
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
ほ

し
い
と
思
う
。

　
　

斑
鳩
を
学
ぶ
授
業
の
な
か

で
、今
回
、発
掘
調
査
を
し
た
舟

塚
古
墳
だ
け
で
な
く
、
藤
ノ
木

古
墳
や
法
隆
寺
の
関
係
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
広
げ
な
が
ら
、
授
業

を
展
開
で
き
る
よ
う
、
教
育
委

員
会
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
史
・
上
巻
が
好
評

続
編
の
編
さ
ん
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　

令
和
４
年
度
に
刊
行
さ
れ

た「
新
修　

斑
鳩
町
史　

上
巻
」

は
立
派
な
も
の
が
完
成
し
た
が
、

続
編
の
編
さ
ん
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
？

　
　

新
修
・
町
史
は
、現
在
、目

標
と
し
て
、
令
和
７
年
度
末
に

中
巻
を
、
そ
し
て
令
和
９
年
度

末
に
下
巻
を
発
刊
す
る
予
定
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　借

地
料
の
高
額
な
公
共
施
設

移
転
も
含
め
て
検
討
を

　
　

公
共
施
設
の
中
に
は
、借
地

を
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、そ

の
な
か
で
も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
借
地

料
が
た
い
へ
ん
高
額
で
あ
る
。

問答問答

問答

問答

問答

答問答

問

問答

問答問答

◀
令
和
４
年
度
に
整
備
さ
れ
た　
　
　

　

目
安
堤
防
線
北
側
の
側
道

▶
新
修
町
史
・
上
巻
は
、

　

教
育
委
員
会
事
務
局
で
販
売
中

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
必
要
だ
と
思

う
が
、場
所
を
移
転
す
る
な
ど
検

討
で
き
な
い
か
。

　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
借
地
料

に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度
に
地

権
者
と
交
渉
し
、若
干
値
下
げ
も

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、全
体

的
に
考
え
、場
所
の
移
動
等
も
含

め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

積
極
的
な
人
間
ド
ッ
ク
受
診
を

　
　

人
間
ド
ッ
ク
は
し
っ
か
り

受
け
て
い
た
だ
く
べ
き
だ
と
思

う
が
、
定
員
に
達
し
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

　
　

令
和
４
年
度
は
１
１
５
名

か
ら
申
込
が
あ
り
、
途
中
で
辞

退
な
ど
が
あ
り
、
受
診
さ
れ
た

の
は
１
０
２
名
で
し
た
。

　

定
員
は
以
前
か
ら
１
２
０
名

で
、
過
去
に
は
定
員
を
超
え
る

年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は

定
員
内
に
収
ま
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　介護が必要になった高齢者も、住みな
れた自宅や地域でくらし続けることができ
るように、「医療・介護・介護予防・生
活支援・住まい」の５つのサービスを一
体的に受けることができる支援体制。

用 語 メ モ

「地域包括ケアシステム」とは

❹❺



一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員　

町
民
プ
ー
ル
の
休
止
に

伴
う
代
替
事
業
と
し
て
本
年

度
、
実
施
し
た
町
外
プ
ー
ル
を

利
用
し
た
場
合
の
助
成
に
つ
い

て
利
用
状
況
を
お
伺
い
し
ま

す
。

教
育
次
長　

大
和
郡
山
市
の
ま

ほ
ろ
ば
健
康
パ
ー
ク
フ
ァ
ミ

リ
ー
プ
ー
ル
と
広
陵
町
の
奈
良

県
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
広
場
、
三
郷
町
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ー
ク
、こ
の
３
施
設
で
、

大
人
料
金
の
利
用
券
が
３
０
１

６
枚
、
小
人
料
金
の
利
用
券
が

２
７
６
４
枚
、
合
計
で
５
７
８

０
枚
を
交
付
し
ま
し
た
。

議
員　

現
在
、
斑
鳩
町
の
プ
ー

ル
は
稼
働
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

か
な
り
の
方
が
助
成
を
受
け

ら
れ
て
い
る
の
で
、
来
年
以
降

も
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　

次
に
、
斑
鳩
町
の
町
民
プ
ー

ル
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
以
降
、
町

民
プ
ー
ル
は
開
催
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
年
間
の
維
持
管
理
費
等

は
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
他
の
施
設
へ
の
転
用

も
含
め
て
、
早
急
に
結
論
を
出

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

教
育
次
長　

町
民
プ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
運
営

に
か
か
る
経
費
等
が
課
題
と
な

る
中
、
施
設
老
朽
化
に
よ
る
多

額
の
設
備
更
新
費
も
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

休
止
の
代
替
事
業
と
し
て
、

令
和
４
年
度
は
、
３
小
学
校
の

プ
ー
ル
を
使
用
し
た
移
動
町
民

プ
ー
ル
、
本
年
度
は
町
外
プ
ー

ル
施
設
利
用
料
金
の
助
成
を
行

大
森
恒
太
朗
・
6
ペ
ー
ジ

◎
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

奥
村
容
子
・
７
ペ
ー
ジ

〇
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画

　

策
定
に
つ
い
て

◎
学
校
に
お
け
る
献
血
の
啓
発

に
つ
い
て

齋
藤
文
夫
・
８
ペ
ー
ジ

◎
国
道
25
号
線
の
歩
道
整
備
に

つ
い
て

〇
防
犯
灯
の
管
理
に
つ
い
て

〇
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

〇
資
源
物
の
分
別
回
収
に
つ
い
て

濱
眞
理
子
・
８
ペ
ー
ジ

〇
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

被
害
状
況
と
駆
除
等
に
つ
い
て

◎
タ
ク
シ
ー
の
台
数
が
激
減
し
、

通
院
な
ど
の
予
約
が
取
れ
な

い
状
況
に
つ
い
て

〇
多
目
的
（
多
機
能
）
ト
イ
レ

の
増
設
に
つ
い
て

町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

※
議
員
辞
職
前
の
一
般
質
問
で
す
。

大森　恒太朗

小
城
世
督
・
９
ペ
ー
ジ

○
高
齢
者
外
出
支
援
に
つ
い
て

〇
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
迅
速
な
活
用
に
つ

い
て

◎
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
す
る
教

育
に
つ
い
て

〇
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

溝
部
真
紀
子
・
９
ペ
ー
ジ

◎
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

の
導
入
に
つ
い
て

◎
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
に

お
け
る
エ
ア
コ
ン
の
利
用
に

つ
い
て

〇
役
場
、
公
共
施
設
の
使
用
料

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

つ
い
て

木
澤
正
男
・
10
ペ
ー
ジ

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

◎
小
児
科
の
誘
致
に
つ
い
て

〇
学
校
給
食
の
公
会
計
化
に
つ

い
て

〇
福
祉
医
療
制
度
の
所
得
制
限

　

撤
廃
に
つ
い
て

〇
自
転
車
の
利
用
促
進
策
に
つ

　

い
て

伴
吉
晴
・
11
ペ
ー
ジ

◎
電
柱
の
地
中
化
に
つ
い
て

　一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求めたり、

新たな施策の提案を行ったりするものです。

本定例会での一般質問は、9月６日・７日の両日、8人の議員が行いま

した。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

議
員

献
血
は
病
気
の
治
療
や

手
術
で
血
液
を
必
要
と
し
て
い

る
人
の
た
め
に
自
ら
進
ん
で
血

液
を
提
供
す
る
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

血
液
は
人
工
的
に
つ
く
る
こ

と
が
で
き
な
い
う
え
に
、
長
期

保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。一
人
あ

た
り
の
献
血
回
数
や
量
に
は
制

限
が
あ
る
た
め
、
多
く
の
方
の

協
力
が
必
要
で
す
。

　

献
血
に
行
っ
て
み
よ
う
と
す

る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
に
、
献
血
可
能
年
齢
に
な

る
前
の
年
代
の
方
も
含
め
て
、

広
く
教
育
現
場
で
啓
発
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

高
校
生
に
は
、
厚
生
労
働
省

作
成
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
け
ん

け
つ
Ｈ
Ｏ
Ｐ　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ　

Ｊ

Ｕ
Ｍ
Ｐ
」
が
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
。献
血
が
必
要
な
理
由
や
献

血
の
手
順
が
分
か
り
や
す
く
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
の
中
学
校
に
お
い
て

も
、
献
血
の
果
た
す
役
割
な
ど

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す

か
。

教
育
次
長　

厚
生
労
働
省
で
は
、

近
年
、
若
年
層
の
献
血
者
数
の

減
少
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、
献

血
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
中
学

生
を
対
象
と
し
た
献
血
へ
の
理

解
を
促
す
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

中
学
校
に
配
布
す
る
な
ど
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
学
校
教
育
で
は
、

保
健
体
育
の
授
業
の
中
で
、
健

康
の
た
め
の
機
関
と
活
動
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
が
中
心
と
な

り
、
献
血
事
業
等
を
行
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
献
血
事
業
に
つ

い
て
の
趣
旨
や
内
容
を
説
明
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
中
学
生
に
対
し
、
献

血
事
業
の
社
会
的
意
義
や
内
容

に
つ
い
て
の
理
解
促
進
に
係
る

取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

議
員

16
歳
か
ら
参
加
で
き
る

献
血
の
こ
と
を
中
学
生
の
時
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
「
け
ん
け
つ　

Ｈ
Ｏ
Ｐ　

Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ　

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
」
を
活
用

し
、
中
学
生
に
、
よ
り
一
層
、
献

血
に
つ
い
て
の
啓
発
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

生
命
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

中
学
生
に
献
血
教
育
を

い
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
本
年
度
の
助

成
事
業
を
検
証
し
、
総
合
的
に

勘
案
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
議

会
と
相
談
し
、
そ
の
方
針
等
に

つ
い
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

町
民
プ
ー
ル
が
開
催
さ

れ
て
な
く
て
も
、
現
状
で
は
４

年
間
で
１
６
０
万
円
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

町
が
検
討
す
る
時
間
も
必
要

で
す
が
、
早
急
に
勘
案
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
学
生
よ
り
上
の
世

代
は
プ
ー
ル
で
楽
し
め
る
と
思

い
ま
す
が
、
５
歳
以
下
の
子
ど

も
達
も
水
で
楽
し
め
る
施
設
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

奥村　容子

議会の議案書を閲覧できます
議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。
それぞれの議案について詳しく知りたい場合は、役場３階の議会事務局まで
お越しください。

議会事務局　（ ７４－１００１　内線３０２）

事務局は役場 3階です
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一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員　

町
民
プ
ー
ル
の
休
止
に

伴
う
代
替
事
業
と
し
て
本
年

度
、
実
施
し
た
町
外
プ
ー
ル
を

利
用
し
た
場
合
の
助
成
に
つ
い

て
利
用
状
況
を
お
伺
い
し
ま

す
。

教
育
次
長　

大
和
郡
山
市
の
ま

ほ
ろ
ば
健
康
パ
ー
ク
フ
ァ
ミ

リ
ー
プ
ー
ル
と
広
陵
町
の
奈
良

県
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
広
場
、
三
郷
町
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ー
ク
、こ
の
３
施
設
で
、

大
人
料
金
の
利
用
券
が
３
０
１

６
枚
、
小
人
料
金
の
利
用
券
が

２
７
６
４
枚
、
合
計
で
５
７
８

０
枚
を
交
付
し
ま
し
た
。

議
員　

現
在
、
斑
鳩
町
の
プ
ー

ル
は
稼
働
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

か
な
り
の
方
が
助
成
を
受
け

ら
れ
て
い
る
の
で
、
来
年
以
降

も
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　

次
に
、
斑
鳩
町
の
町
民
プ
ー

ル
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
以
降
、
町

民
プ
ー
ル
は
開
催
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
年
間
の
維
持
管
理
費
等

は
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
他
の
施
設
へ
の
転
用

も
含
め
て
、
早
急
に
結
論
を
出

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

教
育
次
長　

町
民
プ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
運
営

に
か
か
る
経
費
等
が
課
題
と
な

る
中
、
施
設
老
朽
化
に
よ
る
多

額
の
設
備
更
新
費
も
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

休
止
の
代
替
事
業
と
し
て
、

令
和
４
年
度
は
、
３
小
学
校
の

プ
ー
ル
を
使
用
し
た
移
動
町
民

プ
ー
ル
、
本
年
度
は
町
外
プ
ー

ル
施
設
利
用
料
金
の
助
成
を
行

大
森
恒
太
朗
・
6
ペ
ー
ジ

◎
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

奥
村
容
子
・
７
ペ
ー
ジ

〇
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画

　

策
定
に
つ
い
て

◎
学
校
に
お
け
る
献
血
の
啓
発

に
つ
い
て

齋
藤
文
夫
・
８
ペ
ー
ジ

◎
国
道
25
号
線
の
歩
道
整
備
に

つ
い
て

〇
防
犯
灯
の
管
理
に
つ
い
て

〇
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

〇
資
源
物
の
分
別
回
収
に
つ
い
て

濱
眞
理
子
・
８
ペ
ー
ジ

〇
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

被
害
状
況
と
駆
除
等
に
つ
い
て

◎
タ
ク
シ
ー
の
台
数
が
激
減
し
、

通
院
な
ど
の
予
約
が
取
れ
な

い
状
況
に
つ
い
て

〇
多
目
的
（
多
機
能
）
ト
イ
レ

の
増
設
に
つ
い
て

町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

※
議
員
辞
職
前
の
一
般
質
問
で
す
。

大森　恒太朗

小
城
世
督
・
９
ペ
ー
ジ

○
高
齢
者
外
出
支
援
に
つ
い
て

〇
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
迅
速
な
活
用
に
つ

い
て

◎
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
す
る
教

育
に
つ
い
て

〇
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

溝
部
真
紀
子
・
９
ペ
ー
ジ

◎
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

の
導
入
に
つ
い
て

◎
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
に

お
け
る
エ
ア
コ
ン
の
利
用
に

つ
い
て

〇
役
場
、
公
共
施
設
の
使
用
料

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

つ
い
て

木
澤
正
男
・
10
ペ
ー
ジ

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

◎
小
児
科
の
誘
致
に
つ
い
て

〇
学
校
給
食
の
公
会
計
化
に
つ

い
て

〇
福
祉
医
療
制
度
の
所
得
制
限

　

撤
廃
に
つ
い
て

〇
自
転
車
の
利
用
促
進
策
に
つ

　

い
て

伴
吉
晴
・
11
ペ
ー
ジ

◎
電
柱
の
地
中
化
に
つ
い
て

　一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求めたり、

新たな施策の提案を行ったりするものです。

本定例会での一般質問は、9月６日・７日の両日、8人の議員が行いま

した。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

議
員

献
血
は
病
気
の
治
療
や

手
術
で
血
液
を
必
要
と
し
て
い

る
人
の
た
め
に
自
ら
進
ん
で
血

液
を
提
供
す
る
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

血
液
は
人
工
的
に
つ
く
る
こ

と
が
で
き
な
い
う
え
に
、
長
期

保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。一
人
あ

た
り
の
献
血
回
数
や
量
に
は
制

限
が
あ
る
た
め
、
多
く
の
方
の

協
力
が
必
要
で
す
。

　

献
血
に
行
っ
て
み
よ
う
と
す

る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
に
、
献
血
可
能
年
齢
に
な

る
前
の
年
代
の
方
も
含
め
て
、

広
く
教
育
現
場
で
啓
発
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

高
校
生
に
は
、
厚
生
労
働
省

作
成
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
け
ん

け
つ
Ｈ
Ｏ
Ｐ　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ　

Ｊ

Ｕ
Ｍ
Ｐ
」
が
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
。献
血
が
必
要
な
理
由
や
献

血
の
手
順
が
分
か
り
や
す
く
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
の
中
学
校
に
お
い
て

も
、
献
血
の
果
た
す
役
割
な
ど

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す

か
。

教
育
次
長　

厚
生
労
働
省
で
は
、

近
年
、
若
年
層
の
献
血
者
数
の

減
少
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、
献

血
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
中
学

生
を
対
象
と
し
た
献
血
へ
の
理

解
を
促
す
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

中
学
校
に
配
布
す
る
な
ど
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
学
校
教
育
で
は
、

保
健
体
育
の
授
業
の
中
で
、
健

康
の
た
め
の
機
関
と
活
動
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
が
中
心
と
な

り
、
献
血
事
業
等
を
行
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
献
血
事
業
に
つ

い
て
の
趣
旨
や
内
容
を
説
明
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
中
学
生
に
対
し
、
献

血
事
業
の
社
会
的
意
義
や
内
容

に
つ
い
て
の
理
解
促
進
に
係
る

取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

議
員

16
歳
か
ら
参
加
で
き
る

献
血
の
こ
と
を
中
学
生
の
時
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
「
け
ん
け
つ　

Ｈ
Ｏ
Ｐ　

Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ　

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
」
を
活
用

し
、
中
学
生
に
、
よ
り
一
層
、
献

血
に
つ
い
て
の
啓
発
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

生
命
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

中
学
生
に
献
血
教
育
を

い
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
本
年
度
の
助

成
事
業
を
検
証
し
、
総
合
的
に

勘
案
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
議

会
と
相
談
し
、
そ
の
方
針
等
に

つ
い
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

町
民
プ
ー
ル
が
開
催
さ

れ
て
な
く
て
も
、
現
状
で
は
４

年
間
で
１
６
０
万
円
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

町
が
検
討
す
る
時
間
も
必
要

で
す
が
、
早
急
に
勘
案
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
学
生
よ
り
上
の
世

代
は
プ
ー
ル
で
楽
し
め
る
と
思

い
ま
す
が
、
５
歳
以
下
の
子
ど

も
達
も
水
で
楽
し
め
る
施
設
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

奥村　容子
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議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。
それぞれの議案について詳しく知りたい場合は、役場３階の議会事務局まで
お越しください。
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一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
と
は
、
な
か
な
か
聞

き
な
れ
な
い
言
葉
と
思
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利

用
を
通
じ
て
、
社
会
に
積
極
的

に
関
与
し
て
参
加
す
る
能
力
の

こ
と
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
の
無
限
の
可
能
性

を
引
き
出
し
た
教
育
を
斑
鳩
町

で
も
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

現
在
の
斑
鳩
町
の
取
り
組
み

を
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
次
長　

情
報
モ
ラ
ル
教
育

に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
リ
ス
ク
な
ど
か

ら
身
を
守
る
こ
と
を
教
え
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
た

め
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的

に
活
用
す
る
方
法
を
理
解
す
る

能
力
の
習
得
を
支
援
す
る
た
め

の
教
育
が
、
近
年
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
中
学
校
の

技
術
の
授
業
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
双
方
向
性

の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
問

題
の
発
見
、
課
題
の
設
定
を
行

い
、
そ
の
解
決
を
図
る
と
い
う

内
容
や
、
公
民
の
授
業
で
は
、

「
情
報
化
の
進
展
に
よ
り
情
報

が
変
え
る
社
会
の
仕
組
み
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
に
関
わ
る
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
さ
や
、

可
能
性
を
考
え
る
と
い
う
視
点

に
立
っ
た
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
つ
い

て
、
学
習
に
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

デ
ジ
タ
ル
教
育
で
は
規

制
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
こ
ろ
、
使
用
上
の
ル
ー
ル

や
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
教
え
る
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
機
能
の

無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
し
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
バ
ラ
ン

ス
が
す
ご
く
難
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
あ
た
り
の
規
制
を

か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
デ
ジ

タ
ル
を
最
大
限
活
用
し
た
教
育

を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
教
育
長
に
お
願
い

し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

　
　
　
　

教
育
に
つ
い
て

議
員

こ
れ
ま
で
通
院
等
に
利

用
し
て
い
た
タ
ク
シ
ー
の
台
数

が
激
減
し
、
予
約
が
取
れ
な
い

状
況
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
通

院
等
が
困
難
な
方
か
ら
、
困
惑

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
の
返
納
を
さ
れ

た
高
齢
者
や
、
家
族
の
送
迎
が

で
き
な
い
方
、
駅
や
バ
ス
停
か

ら
医
療
機
関
へ
の
距
離
が
歩
け

な
い
方
な
ど
は
、
タ
ク
シ
ー
を

利
用
で
き
な
い
と
、
受
診
が
で

き
ま
せ
ん
。
近
隣
で
営
業
の
タ

ク
シ
ー
会
社
の
現
状
は
ど
う
で

す
か
。

住
民
生
活
部
長　

高
齢
者
優
待

券
の
交
付
事
業
で
契
約
の
タ
ク

シ
ー
会
社
は
28
社
で
、
う
ち
主

要
な
５
社
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
奈
良
県
下
で
も
乗
務
員

が
減
っ
て
お
り
、
「
配
車
依
頼

に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
」
と
の
回
答
で
し
た
。
ま
た
、

町
で
も
、
高
齢
者
優
待
券
の
申

請
時
に
「
予
約
が
取
れ
な
い
」

と
い
う
声
を
数
件
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

議
員

介
護
タ
ク
シ
ー
は
支
障

な
く
利
用
で
き
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
一
般
タ
ク
シ
ー
と
の
料

金
差
は
あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

介
護
タ
ク

シ
ー
は
、
一
般
的
な
介
護
タ
ク

シ
ー
と
、
介
護
保
険
の
通
院
と

乗
降
介
助
で
の
利
用
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
ち
ら
も
予
約
制
で
、

支
障
な
く
利
用
で
き
て
い
ま
す
。

料
金
は
、
基
本
的
に
一
般
タ
ク

シ
ー
と
同
額
か
そ
れ
以
下
で
す
。

な
お
、
介
護
タ
ク
シ
ー
に
は
、

そ
の
方
の
心
身
の
状
況
に
よ
り

介
助
料
金
が
加
わ
り
ま
す
。

議
員

妊
婦
・
子
ど
も
、
け
が

な
ど
で
一
時
的
に
必
要
と
し
て

い
る
方
へ
、
町
か
ら
の
支
援
は

で
き
ま
せ
ん
か
。

住
民
生
活
部
長　

緊
急
時
に
は
、

救
急
車
を
呼
ぶ
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
最
近
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
タ
ク
シ
ー
の
予

約
や
配
車
が
簡
単
に
で
き
る
ア

プ
リ
も
普
及
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
も
活
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

ア
プ
リ
を
使
え
な
い
、

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い
方
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
誰
で
も
利

用
で
き
る
介
護
タ
ク
シ
ー
の
情

報
提
供
が
必
要
で
す
。

住
民
生
活
部
長　

介
護
タ
ク

シ
ー
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
移

動
支
援
や
外
出
支
援
に
つ
い
て

は
、
充
実
に
努
め
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
が
激
減

　
　
　
　

確
実
な
予
約
支
援
を

国道25号線の
　　　　歩道整備について

齋藤　文夫

議
員　

斑
鳩
町
は
、
国
道
25
号

線
を
中
心
に
町
並
み
が
広
が
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
片
側
１
車

線
で
交
通
量
も
多
く
、
歩
行
や

自
転
車
の
通
行
は
危
険
が
伴

う
。
ま
た
、
横
断
歩
道
も
少
な

く
、
斑
鳩
町
を
分
断
し
て
い

る
。

　

住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
通

行
で
き
る
道
路
に
向
け
て
、
整

備
を
強
く
国
に
働
き
か
け
て
ほ

し
い
。
こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

都
市
建
設
部
長　

歩
行
者
の
安

全
確
保
の
観
点
か
ら
、
全
域
両

側
に
歩
道
を
設
置
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
整
備
に
は
用
地

の
確
保
な
ど
相
当
な
費
用
と
期

間
が
必
要
と
な
り
、
国
が
全
体

的
な
視
点
で
、
通
行
環
境
や
危

険
性
な
ど
か
ら
、
優
先
度
に
基

づ
き
段
階
的
に
着
手
さ
れ
て
い

く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

歩
道
整
備
の
計
画
及
び

現
在
の
整
備
状
況
は
、
い
か
が

か
。

都
市
建
設
部
長　

奈
良
国
道
事

務
所
で
は
、
歩
行
者
の
通
行
量

や
通
学
路
で
あ
る
か
ど
う
か
な

ど
を
考
慮
し
、
一
定
の
区
間
ご

と
に
事
業
化
さ
れ
、
段
階
的
に

歩
道
の
整
備
を
進
め
ら
れ
て
き

た
。
平
成
27
年
度
に
、
西
和
医

療
セ
ン
タ
ー
前
の
南
向
き
歩
道

拡
幅
、
平
成
29
年
度
に
法
隆
寺

ｉ
セ
ン
タ
ー
横
自
動
車
駐
車
場

の
南
東
角
か
ら
県
道
・
大
和
高

田
斑
鳩
線
と
の
交
差
点
ま
で
の

区
間
の
歩
道
拡
幅
、
令
和
２
年

度
に
は
、
三
室
交
差
点
の
、
い

か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
と
の
接

続
に
伴
う
歩
道
整
備
な
ど
が
実

施
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
事
業

化
さ
れ
て
い
る
区
間
は
、
竜
田

大
橋
か
ら
東
へ
猫
坂
交
差
点
ま

で
の
区
間
の
両
側
の
歩
道
整
備

事
業
が
継
続
中
で
あ
り
、
用
地

確
保
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ら

れ
て
い
る
。

議
員　

斑
鳩
町
の
国
に
対
す
る

今
ま
で
の
働
き
か
け
、
今
後
の

働
き
か
け
は
、
い
か
が
か
。

都
市
建
設
部
長　

毎
年
、
歩
道

設
置
に
つ
い
て
国
に
対
し
要
望

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
の
要
望

箇
所
は
、
事
業
途
中
で
あ
る
竜

田
大
橋
か
ら
猫
坂
交
差
点
ま
で

の
早
期
歩
道
整
備
に
加
え
、
中

央
公
民
館
か
ら
西
へ
竜
田
神
社

前
バ
ス
停
ま
で
の
区
間
の
西
向

き
車
線
の
歩
道
整
備
で
あ
る
。

　

今
後
も
国
に
対
し
、
積
極
的

に
働
き
か
け
て
い
く
。

スクールサポーター制度の
　　　　　　　導入について
て

議
員　

全
国
的
な
教
員
の
な
り

手
不
足
解
消
に
向
け
、
教
員
の

業
務
支
援
員
で
あ
る
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
斑
鳩
町
の
考
え
は
。

教
育
次
長　

全
国
的
に
安
定
的

な
教
員
の
人
材
確
保
が
難
し
い

状
況
の
中
で
引
き
続
き
、
児

童
・
生
徒
の
学
び
と
成
長
を
支

援
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
人
員

配
置
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

溝部　真紀子 濱　眞理子

小城　世督

▶
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

　

学
習
す
る
小
学
生

❽❾



一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
と
は
、
な
か
な
か
聞

き
な
れ
な
い
言
葉
と
思
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利

用
を
通
じ
て
、
社
会
に
積
極
的

に
関
与
し
て
参
加
す
る
能
力
の

こ
と
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
の
無
限
の
可
能
性

を
引
き
出
し
た
教
育
を
斑
鳩
町

で
も
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

現
在
の
斑
鳩
町
の
取
り
組
み

を
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
次
長　

情
報
モ
ラ
ル
教
育

に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
リ
ス
ク
な
ど
か

ら
身
を
守
る
こ
と
を
教
え
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
た

め
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的

に
活
用
す
る
方
法
を
理
解
す
る

能
力
の
習
得
を
支
援
す
る
た
め

の
教
育
が
、
近
年
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
中
学
校
の

技
術
の
授
業
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
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利
用
し
た
双
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向
性
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コ
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ン
ツ
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よ
る
問
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定
を
行

い
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図
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は
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「
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進
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よ
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」
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取
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上
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る
な

ど
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ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
に
関
わ
る
学
習
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行
っ

て
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ま
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。

　

本
町
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
さ
や
、

可
能
性
を
考
え
る
と
い
う
視
点

に
立
っ
た
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
つ
い

て
、
学
習
に
取
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。
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が
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。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
機
能
の

無
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を
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出
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も
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を
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最
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会
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ま
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で
タ
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の
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配
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に
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る
の
で
、

そ
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ら
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だ
け
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ば
と
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い
ま
す
。

議
員

ア
プ
リ
を
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、
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用
で
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る
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道
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を
中
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て
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る
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車
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交
通
量
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く
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歩
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や
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ま
た
、
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、
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が
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で
安
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し
て
通
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で
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る
道
路
に
向
け
て
、
整
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を
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国
に
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て
ほ

し
い
。
こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
認
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し
て
い
る
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。
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の
安
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の
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ら
、
全
域
両

側
に
歩
道
を
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置
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れ
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こ
と
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ま
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と
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。

し
か
し
、
そ
の
整
備
に
は
用
地

の
確
保
な
ど
相
当
な
費
用
と
期

間
が
必
要
と
な
り
、
国
が
全
体

的
な
視
点
で
、
通
行
環
境
や
危

険
性
な
ど
か
ら
、
優
先
度
に
基

づ
き
段
階
的
に
着
手
さ
れ
て
い

く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

歩
道
整
備
の
計
画
及
び

現
在
の
整
備
状
況
は
、
い
か
が

か
。

都
市
建
設
部
長　

奈
良
国
道
事

務
所
で
は
、
歩
行
者
の
通
行
量

や
通
学
路
で
あ
る
か
ど
う
か
な

ど
を
考
慮
し
、
一
定
の
区
間
ご

と
に
事
業
化
さ
れ
、
段
階
的
に

歩
道
の
整
備
を
進
め
ら
れ
て
き

た
。
平
成
27
年
度
に
、
西
和
医

療
セ
ン
タ
ー
前
の
南
向
き
歩
道

拡
幅
、
平
成
29
年
度
に
法
隆
寺

ｉ
セ
ン
タ
ー
横
自
動
車
駐
車
場

の
南
東
角
か
ら
県
道
・
大
和
高

田
斑
鳩
線
と
の
交
差
点
ま
で
の

区
間
の
歩
道
拡
幅
、
令
和
２
年

度
に
は
、
三
室
交
差
点
の
、
い

か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
と
の
接

続
に
伴
う
歩
道
整
備
な
ど
が
実

施
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
事
業

化
さ
れ
て
い
る
区
間
は
、
竜
田

大
橋
か
ら
東
へ
猫
坂
交
差
点
ま

で
の
区
間
の
両
側
の
歩
道
整
備

事
業
が
継
続
中
で
あ
り
、
用
地

確
保
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ら

れ
て
い
る
。

議
員　

斑
鳩
町
の
国
に
対
す
る

今
ま
で
の
働
き
か
け
、
今
後
の

働
き
か
け
は
、
い
か
が
か
。

都
市
建
設
部
長　

毎
年
、
歩
道

設
置
に
つ
い
て
国
に
対
し
要
望

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
の
要
望

箇
所
は
、
事
業
途
中
で
あ
る
竜

田
大
橋
か
ら
猫
坂
交
差
点
ま
で

の
早
期
歩
道
整
備
に
加
え
、
中

央
公
民
館
か
ら
西
へ
竜
田
神
社

前
バ
ス
停
ま
で
の
区
間
の
西
向

き
車
線
の
歩
道
整
備
で
あ
る
。

　

今
後
も
国
に
対
し
、
積
極
的

に
働
き
か
け
て
い
く
。

スクールサポーター制度の
　　　　　　　導入について
て

議
員　

全
国
的
な
教
員
の
な
り

手
不
足
解
消
に
向
け
、
教
員
の

業
務
支
援
員
で
あ
る
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
斑
鳩
町
の
考
え
は
。

教
育
次
長　

全
国
的
に
安
定
的

な
教
員
の
人
材
確
保
が
難
し
い

状
況
の
中
で
引
き
続
き
、
児

童
・
生
徒
の
学
び
と
成
長
を
支

援
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
人
員

配
置
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

溝部　真紀子 濱　眞理子

小城　世督

▶
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

　

学
習
す
る
小
学
生
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〇
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　

奈
良
県
に
よ
る
西
和
医
療
セ

ン
タ
ー
の
移
転
・
再
整
備
に
つ

い
て
、
西
和
７
町
内
で
の
候
補

地
と
な
り
得
る
土
地
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
、
４
町
か
ら
８
か

所
の
候
補
地
が
挙
げ
ら
れ
た
こ

と
、
こ
れ
に
、
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
南

側
を
加
え
た
計
９
か
所
を
対
象

と
し
て
、
県
が
今
後
、
調
査
・

検
討
し
、
適
地
の
選
定
を
進
め

ら
れ
る
と
公
表
さ
れ
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

斑
鳩
町
か
ら
も
候
補
地
を
県

に
情
報
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算(

第
７
号)
に
つ

い
て

　

治
水
対
策
と
し
て
取
り
組
む

平
成
緊
急
内
水
対
策
貯
留
施
設

整
備
工
事
に
つ
い
て
、
国
庫
補

助
金
増
額
の
認
証
を
受
け
た
こ

と
か
ら
６
，
２
０
０
万
円
を
増

額
補
正
す
る
な
ど
、
当
委
員
会

所
管
に
か
か
る
事
項
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

〇
桜
池
耐
震
補
強
工
事
に
つ

い
て

　

奈
良
県
に
よ
り
令
和
３
年
度

か
ら
工
事
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
９
月
25
日
か
ら
来
年

３
月
22
日
に
工
事
を
進
め
る
予

定
で
あ
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

　

　

〇
斑
鳩
町
マ
ル
シ
ェ
・
宿
泊
施

設
等
事
業
者
誘
致
事
業
に
つ
い

て
委
員
よ
り
請
求
の
あ
っ
た
駐

車
場
収
益
の
推
移
等
の
参
考
資

料
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
収
支
差
額
が
呉

竹
荘
よ
り
町
に
納
入
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
質
疑
が
あ
り
、
令

和
４
年
度
は
１
，
１
４
５
万
６

千
円
が
納
入
さ
れ
た
と
答
弁
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
駐
車
場
収

益
よ
り
も
土
地
賃
借
料
が
高
額

　

９
月
14
日
に
、
委
員
会
を
開
催
し
、
継
続
審
査
案
件
等
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
宿
泊
施
設
や
マ
ル
シ
ェ
、

駐
車
場
等
全
て
を
運
営
し
た
と

き
の
収
益
か
ら
支
払
わ
れ
る
金

額
と
し
て
設
定
し
て
い
る
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
錦
が
丘
災
害
復
旧
工
事
に
つ

い
て災

害
復
旧
工
事
の
た
め
の
仮

設
道
路
を
町
が
設
置
し
て
い
く

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
工
事
に
用
い
る

土
に
つ
い
て
、
仮
設
道
路
と
住

宅
敷
地
と
の
高
低
差
に
つ
い
て

な
ど
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

・
私
有
地
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に

つ
い
て

・
三
代
川
の
河
川
改
修
に
つ
い

て・
東
小
学
校
周
辺
の
道
路
や
土

地
に
つ
い
て

（
伴
委
員
長
記
）

　

継
続
審
査
案
件

　

そ
の
他

◎
斑
鳩
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設

置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機

に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
に
際
し
、
移
動
端
末
設
備
、

い
わ
ゆ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

交
付
を
可
能
と
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
も
国
の
基
準
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
条
例
に
お
い
て
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

厚 生常任委員会

　９月１５日、全委員出席のもと委員会を開催
しましたので、概要を報告します。本会議から
付託を受けました７議案については、すべて満
場一致で可決すべきものと決しました。

◎
令
和
５
年
度
塵
芥
収
集
車（
プ

レ
ス
式
パ
ッ
カ
ー
車
）の
取
得
に

つ
い
て現

在
所
有
し
て
い
る
プ
レ
ス

式
パ
ッ
カ
ー
車
１
台
が
、
購
入

か
ら
19
年
目
を
迎
え
る
こ
と

や
、
半
導
体
不
足
な
ど
の
影
響

か
ら
、
発
注
後
、
納
品
ま
で
１

年
以
上
か
か
る
こ
と
か
ら
、
収

集
業
務
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

が
な
い
よ
う
万
全
を
期
す
る
た

め
、
プ
レ
ス
式
パ
ッ
カ
ー
車
を

新
た
に
１
台
取
得
す
る
も
の
で

す
。

◎
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）に
つ
い
て

◎
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）に
つ
い
て

◎
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

〇
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
７
号
）に
つ

い
て

　

当
委
員
会
所
管
に
か
か
る
事

項
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
秋
開
始
接
種
に
つ
い
て

　

秋
開
始
接
種
に
つ
い
て
、
個

別
接
種
を
９
月
20
日
か
ら
、
集

団
接
種
は
10
月
26
日
か
ら
12
月

14
日
ま
で
の
間
で
、
木
曜
日
に

４
日
間
、
土
・
日
曜
日
に
４
日

間
、
計
８
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

集
団
接
種
は
、
申
し
込
み
状
況

と
ワ
ク
チ
ン
の
配
送
量
に
よ
り

縮
小
し
て
実
施
す
る
場
合
が
あ

る
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
・

再
整
備
に
つ
い
て

　

奈
良
県
に
候
補
地
と
な
り
う

る
土
地
の
情
報
提
供
を
行
っ
た

町
は
、
平
群
町
、
三
郷
町
、
斑

鳩
町
、
河
合
町
の
４
町
で
、
こ

の
中
か
ら
８
か
所
の
候
補
地
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
、

王
寺
町
の
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
南
側
を

加
え
た
、
計
９
か
所
を
対
象
と

し
て
、
県
が
、
今
後
、
調
査
・

検
討
し
、
関
係
者
と
意
見
交
換

を
し
た
う
え
で
、
適
地
の
選
定

を
進
め
る
予
定
と
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

・
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
税
納
税
通
知
書
の
納
期

限
の
記
載
誤
り
に
伴
い
、
別
途

か
か
っ
た
費
用
に
つ
い
て
。

（
溝
部
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

　

各
課
報
告
事
項

　

各
課
報
告
事
項

▲令和３年度より耐震補強工事が
　実施されている桜池

▲プレス式パッカー車による
　ごみ収集のようす

　

そ
の
他
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〇
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　

奈
良
県
に
よ
る
西
和
医
療
セ

ン
タ
ー
の
移
転
・
再
整
備
に
つ

い
て
、
西
和
７
町
内
で
の
候
補

地
と
な
り
得
る
土
地
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
、
４
町
か
ら
８
か

所
の
候
補
地
が
挙
げ
ら
れ
た
こ

と
、
こ
れ
に
、
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
南

側
を
加
え
た
計
９
か
所
を
対
象

と
し
て
、
県
が
今
後
、
調
査
・

検
討
し
、
適
地
の
選
定
を
進
め

ら
れ
る
と
公
表
さ
れ
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

斑
鳩
町
か
ら
も
候
補
地
を
県

に
情
報
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算(

第
７
号)

に
つ

い
て

　

治
水
対
策
と
し
て
取
り
組
む

平
成
緊
急
内
水
対
策
貯
留
施
設

整
備
工
事
に
つ
い
て
、
国
庫
補

助
金
増
額
の
認
証
を
受
け
た
こ

と
か
ら
６
，
２
０
０
万
円
を
増

額
補
正
す
る
な
ど
、
当
委
員
会

所
管
に
か
か
る
事
項
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

〇
桜
池
耐
震
補
強
工
事
に
つ

い
て

　

奈
良
県
に
よ
り
令
和
３
年
度

か
ら
工
事
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
９
月
25
日
か
ら
来
年

３
月
22
日
に
工
事
を
進
め
る
予

定
で
あ
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

　

　

〇
斑
鳩
町
マ
ル
シ
ェ
・
宿
泊
施

設
等
事
業
者
誘
致
事
業
に
つ
い

て
委
員
よ
り
請
求
の
あ
っ
た
駐

車
場
収
益
の
推
移
等
の
参
考
資

料
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
収
支
差
額
が
呉

竹
荘
よ
り
町
に
納
入
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
質
疑
が
あ
り
、
令

和
４
年
度
は
１
，
１
４
５
万
６

千
円
が
納
入
さ
れ
た
と
答
弁
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
駐
車
場
収

益
よ
り
も
土
地
賃
借
料
が
高
額

　

９
月
14
日
に
、
委
員
会
を
開
催
し
、
継
続
審
査
案
件
等
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
宿
泊
施
設
や
マ
ル
シ
ェ
、

駐
車
場
等
全
て
を
運
営
し
た
と

き
の
収
益
か
ら
支
払
わ
れ
る
金

額
と
し
て
設
定
し
て
い
る
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
錦
が
丘
災
害
復
旧
工
事
に
つ

い
て災

害
復
旧
工
事
の
た
め
の
仮

設
道
路
を
町
が
設
置
し
て
い
く

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
工
事
に
用
い
る

土
に
つ
い
て
、
仮
設
道
路
と
住

宅
敷
地
と
の
高
低
差
に
つ
い
て

な
ど
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

・
私
有
地
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に

つ
い
て

・
三
代
川
の
河
川
改
修
に
つ
い

て・
東
小
学
校
周
辺
の
道
路
や
土

地
に
つ
い
て

（
伴
委
員
長
記
）

　

継
続
審
査
案
件

　

そ
の
他

◎
斑
鳩
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設

置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機

に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
に
際
し
、
移
動
端
末
設
備
、

い
わ
ゆ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

交
付
を
可
能
と
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
も
国
の
基
準
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
条
例
に
お
い
て
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

厚 生常任委員会

　９月１５日、全委員出席のもと委員会を開催
しましたので、概要を報告します。本会議から
付託を受けました７議案については、すべて満
場一致で可決すべきものと決しました。

◎
令
和
５
年
度
塵
芥
収
集
車（
プ

レ
ス
式
パ
ッ
カ
ー
車
）の
取
得
に

つ
い
て現

在
所
有
し
て
い
る
プ
レ
ス

式
パ
ッ
カ
ー
車
１
台
が
、
購
入

か
ら
19
年
目
を
迎
え
る
こ
と

や
、
半
導
体
不
足
な
ど
の
影
響

か
ら
、
発
注
後
、
納
品
ま
で
１

年
以
上
か
か
る
こ
と
か
ら
、
収

集
業
務
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

が
な
い
よ
う
万
全
を
期
す
る
た

め
、
プ
レ
ス
式
パ
ッ
カ
ー
車
を

新
た
に
１
台
取
得
す
る
も
の
で

す
。

◎
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）に
つ
い
て

◎
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）に
つ
い
て

◎
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

〇
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
７
号
）に
つ

い
て

　

当
委
員
会
所
管
に
か
か
る
事

項
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
秋
開
始
接
種
に
つ
い
て

　

秋
開
始
接
種
に
つ
い
て
、
個

別
接
種
を
９
月
20
日
か
ら
、
集

団
接
種
は
10
月
26
日
か
ら
12
月

14
日
ま
で
の
間
で
、
木
曜
日
に

４
日
間
、
土
・
日
曜
日
に
４
日

間
、
計
８
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

集
団
接
種
は
、
申
し
込
み
状
況

と
ワ
ク
チ
ン
の
配
送
量
に
よ
り

縮
小
し
て
実
施
す
る
場
合
が
あ

る
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
・

再
整
備
に
つ
い
て

　

奈
良
県
に
候
補
地
と
な
り
う

る
土
地
の
情
報
提
供
を
行
っ
た

町
は
、
平
群
町
、
三
郷
町
、
斑

鳩
町
、
河
合
町
の
４
町
で
、
こ

の
中
か
ら
８
か
所
の
候
補
地
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
、

王
寺
町
の
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
南
側
を

加
え
た
、
計
９
か
所
を
対
象
と

し
て
、
県
が
、
今
後
、
調
査
・

検
討
し
、
関
係
者
と
意
見
交
換

を
し
た
う
え
で
、
適
地
の
選
定

を
進
め
る
予
定
と
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

・
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
税
納
税
通
知
書
の
納
期

限
の
記
載
誤
り
に
伴
い
、
別
途

か
か
っ
た
費
用
に
つ
い
て
。

（
溝
部
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

　

各
課
報
告
事
項

　

各
課
報
告
事
項

▲令和３年度より耐震補強工事が
　実施されている桜池

▲プレス式パッカー車による
　ごみ収集のようす

　

そ
の
他
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本 会 議 で の
討 論

◎
令
和
５
年
度
デ
ジ
タ
ル
防
災

行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
戸
別
受
信

機
の
取
得
に
つ
い
て　
　
　
　

　

災
害
発
生
時
等
の
防
災
情
報

の
伝
達
を
円
滑
か
つ
確
実
に
行

う
と
と
も
に
、伝
達
手
段
の
高
度

化
・
重
層
化
を
図
る
た
め
、希
望

さ
れ
た
住
民
等
に
防
災
情
報
無

線
の
内
容
を
屋
内
で
確
認
で
き

る「
戸
別
受
信
機
」の
設
置
、無

償
貸
与
を
す
る
。　
　
　
　
　

　

購
入
す
る
数
量
は
、個
別
受

信
機
を
２
千
台
、文
字
情
報
表

示
装
置
を
20
台
、契
約
方
法
は
、

随
意
契
約（
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
）、契
約
金
額
は
７
，５
０

２
万
円
で
す
。　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
、人
数
を
制
限
し
て
11

月
25
日
・
26
日
に
実
施
予
定
。③

発
掘
調
査
に
つ
い
て
、「
い
か
る

が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
」
建
設
に
伴

う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
予

定
。④
舟
塚
古
墳
の
発
掘
調
査

に
つ
い
て
、９
月
９
日
に
現
地
説

明
会
を
開
催
し
、７
０
０
名
の
見

学
者
を
得
て
調
査
を
終
了
し
た

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
町
外
プ
ー
ル
施
設
利
用
券
の

交
付
状
況
に
つ
い
て

　

県
営
プ
ー
ル(

ま
ほ
ろ
ば
健
康

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
、奈
良
県
第

二
浄
化
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

プ
ー
ル)

は
、高
校
生
以
上
の
大

人
が
１
，８
６
６
枚
、中
学
生
が

２
７
２
枚
、小
学
生
以
下
が
１
，

７
１
７
枚
、三
郷
町
ウ
ォ
ー
タ
ー

パ
ー
ク
は
、高
校
生
以
上
の
大
人

が
８
７
８
枚
、中
学
生
が
２
６
１

枚
、小
学
生
以
下
が
７
８
６
枚
で
、

合
計
５
，７
８
０
枚
の
利
用
券
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
年
度
以
降
の
対
応
等
は
、

改
め
て
検
討
す
る
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

〇
車
検
切
れ
公
用
車
の
公
務
使

用
に
つ
い
て

　

公
用
車
の
車
検
期
間
全
数
調

査
作
業
の
中
で
、公
用
車
１
台
の

車
検
期
間
が
満
了
し
て
い
た
こ

と
が
発
覚
し
ま
し
た
。

　

車
検
期
間
満
了
後
に
走
行
回

数
５
回
、走
行
距
離
74
㎞
使
用

し
た
こ
と
、西
和
警
察
署
に
発
覚

し
た
当
日
報
告
し
た
等
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

（
齋
藤
委
員
長
記
）

　

９
月
19
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
２
議
案
は
、
す
べ
て
満
場
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　

委
員
会
付
託
議
案

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

◎
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
普
通
交
付
税

交
付
額
の
決
定
に
よ
る
増
額
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
増

額
、平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業

の
増
額
な
ど
に
よ
り
、歳
入
歳
出

の
総
額
に
３
億
１
，１
４
７
万
１

千
円
を
追
加
し
、１
１
５
億
９
，

４
９
２
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

〇
斑
鳩
町
に
お
け
る
発
掘
調
査

等
の
文
化
財
の
調
査
、保
存
及
び

活
用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

①
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
、10
月
21

日
か
ら
12
月
17
日
、秋
季
特
別

展　

世
界
遺
産
登
録
30
周
年
記

念
「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造

物
」の
開
催
と
11
月
19
日
、い
か

る
が
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
世
界
遺

産
を
テ
ー
マ
と
し
た
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
予
定
。②
史
跡
藤

ノ
木
古
墳
秋
季
石
室
特
別
公
開

【 反 対 意 見 】　濱議員

　本会計の予算審議の折に、私は反対意見を述べまし
た。主に述べた反対の理由は一部の被保険者の自己負
担額が１割から２割に増額されることでした。これは、戦
後の出生者が次々と被保険者となっていくことから、現
在の運営の不備をただすことなく、高齢者への負担増
で切り抜けようとするものです。令和４年度はコロナ禍
真っ最中でした。自己負担が２割になることへの支援と
して３年間の補助がありますが、自己負担増額は実施を
するのではなく、国からの拠出金等を充てるようにすべ
きだと思います。年金が減り続けることや食料品、生活
物資などの物価高、ガソリンや光熱水費の高騰など命に
係わる日々が続いています。
　日本の高度成長の大きな担い手であった高齢者への
敬意を示すことを求めます。後期高齢者医療広域連合
の事業ですが、被保険者の生の声を反対意見として訴
えました。

【 賛 成 意 見 】　奥村議員

　後期高齢者医療制度は、高齢者の医療の確保に関する
法律により、県内の全ての市町村が加入する奈良県後期
高齢者医療広域連合で、資格の管理、保険料の賦課決定、
医療の給付が行われており、市町村は、本特別会計を設置
し、町民の身近な窓口として、保険料の徴収事務、その他
各種申請の受付や保険証の引渡しなどを行っているもの
です。
　後期高齢者医療制度の運営や保険料率は、県内の市町
村議会議員及び市町村長で構成された広域連合議会に
おいて決定されるものであり、市町村には決定する権限
はありません。
　このことから、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について、特段に反対する理由はないため、賛成し
ます。

令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
（賛成多数で認定）

【 反 対 意 見 】　横田議員

　私は、こども・子育て政策を総合的にすすめていくこ
とに賛同しています。
　政府が今年６月に策定した「こども未来戦略方針」で
は、若い世代が結婚や子育てに将来展望を描けないこ
と、子育てしづらい社会環境があること、子育ての経済
的・精神的負担感や不公平感が存在することを課題とさ
れています。そして、若い世代の所得を増やす、社会全
体の構造・意識を変える、すべてのこども・子育て世帯を
切れ目なく支援することを基本理念に、安定的な財源
の確保をしながら、今後３年間の集中的な取組をすすめ
られます。また、こども未来戦略方針では、学校給食費
の無償化に向けての調査が行われることが明記されて
います。
　政府・県には幅広い観点から少子化対策を効果的に
すすめていただくことを願い、学校給食費の無償化に
特化した意見書については反対します。

【 賛 成 意 見 】　溝部議員

　私は食育という教育を行うのに不可欠である学校給食
についても、義務教育段階においては教科書と同様に無
償化することが望ましいと考えます。
　新型コロナウイルス感染症拡大による経済的影響や、
ロシアのウクライナ侵攻戦争から端を発し物価が高騰し
ていることは私たちの生活に大変な影響を与えておりま
す。このことからも学校給食費無償化は早期に求められる
状況であります。
　給食費無償化は高騰する材料費などによって、自治体
財政を圧迫するなどの懸念が生じる可能性があり、解決す
べき問題も多く、実施に踏み切れない市町村が少なくあ
りません。よって政府におかれましてはすみやかに財源を
確保し、学校給食費無償化に向けた取り組みを着実にそ
して少しでも早く推進いただくよう強く要望し、意見書提
出に賛成します。

学校給食費無償化の着実な推進を求める意見書について
（賛成少数で否決）

委員会のうごき

　議案に対して賛否が分かれた場合等、議員が自己の賛否の意見を
表明し、その理由を述べる「討論」を行います。
　９月定例会で２件の討論が行われました。

▶
希
望
者
に
無
償
貸
与
さ
れ
る

　

戸
別
受
信
機

◀
舟
塚
古
墳
の
石
室
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本 会 議 で の
討 論

◎
令
和
５
年
度
デ
ジ
タ
ル
防
災

行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
戸
別
受
信

機
の
取
得
に
つ
い
て　
　
　
　

　

災
害
発
生
時
等
の
防
災
情
報

の
伝
達
を
円
滑
か
つ
確
実
に
行

う
と
と
も
に
、伝
達
手
段
の
高
度

化
・
重
層
化
を
図
る
た
め
、希
望

さ
れ
た
住
民
等
に
防
災
情
報
無

線
の
内
容
を
屋
内
で
確
認
で
き

る「
戸
別
受
信
機
」の
設
置
、無

償
貸
与
を
す
る
。　
　
　
　
　

　

購
入
す
る
数
量
は
、個
別
受

信
機
を
２
千
台
、文
字
情
報
表

示
装
置
を
20
台
、契
約
方
法
は
、

随
意
契
約（
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
）、契
約
金
額
は
７
，５
０

２
万
円
で
す
。　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
、人
数
を
制
限
し
て
11

月
25
日
・
26
日
に
実
施
予
定
。③

発
掘
調
査
に
つ
い
て
、「
い
か
る

が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
」
建
設
に
伴

う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
予

定
。④
舟
塚
古
墳
の
発
掘
調
査

に
つ
い
て
、９
月
９
日
に
現
地
説

明
会
を
開
催
し
、７
０
０
名
の
見

学
者
を
得
て
調
査
を
終
了
し
た

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
町
外
プ
ー
ル
施
設
利
用
券
の

交
付
状
況
に
つ
い
て

　

県
営
プ
ー
ル(

ま
ほ
ろ
ば
健
康

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
、奈
良
県
第

二
浄
化
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

プ
ー
ル)

は
、高
校
生
以
上
の
大

人
が
１
，８
６
６
枚
、中
学
生
が

２
７
２
枚
、小
学
生
以
下
が
１
，

７
１
７
枚
、三
郷
町
ウ
ォ
ー
タ
ー

パ
ー
ク
は
、高
校
生
以
上
の
大
人

が
８
７
８
枚
、中
学
生
が
２
６
１

枚
、小
学
生
以
下
が
７
８
６
枚
で
、

合
計
５
，７
８
０
枚
の
利
用
券
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
年
度
以
降
の
対
応
等
は
、

改
め
て
検
討
す
る
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

〇
車
検
切
れ
公
用
車
の
公
務
使

用
に
つ
い
て

　

公
用
車
の
車
検
期
間
全
数
調

査
作
業
の
中
で
、公
用
車
１
台
の

車
検
期
間
が
満
了
し
て
い
た
こ

と
が
発
覚
し
ま
し
た
。

　

車
検
期
間
満
了
後
に
走
行
回

数
５
回
、走
行
距
離
74
㎞
使
用

し
た
こ
と
、西
和
警
察
署
に
発
覚

し
た
当
日
報
告
し
た
等
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

（
齋
藤
委
員
長
記
）

　

９
月
19
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
２
議
案
は
、
す
べ
て
満
場
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　

委
員
会
付
託
議
案

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

◎
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
普
通
交
付
税

交
付
額
の
決
定
に
よ
る
増
額
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
増

額
、平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業

の
増
額
な
ど
に
よ
り
、歳
入
歳
出

の
総
額
に
３
億
１
，１
４
７
万
１

千
円
を
追
加
し
、１
１
５
億
９
，

４
９
２
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

〇
斑
鳩
町
に
お
け
る
発
掘
調
査

等
の
文
化
財
の
調
査
、保
存
及
び

活
用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

①
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
、10
月
21

日
か
ら
12
月
17
日
、秋
季
特
別

展　

世
界
遺
産
登
録
30
周
年
記

念
「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造

物
」の
開
催
と
11
月
19
日
、い
か

る
が
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
世
界
遺

産
を
テ
ー
マ
と
し
た
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
予
定
。②
史
跡
藤

ノ
木
古
墳
秋
季
石
室
特
別
公
開

【 反 対 意 見 】　濱議員

　本会計の予算審議の折に、私は反対意見を述べまし
た。主に述べた反対の理由は一部の被保険者の自己負
担額が１割から２割に増額されることでした。これは、戦
後の出生者が次々と被保険者となっていくことから、現
在の運営の不備をただすことなく、高齢者への負担増
で切り抜けようとするものです。令和４年度はコロナ禍
真っ最中でした。自己負担が２割になることへの支援と
して３年間の補助がありますが、自己負担増額は実施を
するのではなく、国からの拠出金等を充てるようにすべ
きだと思います。年金が減り続けることや食料品、生活
物資などの物価高、ガソリンや光熱水費の高騰など命に
係わる日々が続いています。
　日本の高度成長の大きな担い手であった高齢者への
敬意を示すことを求めます。後期高齢者医療広域連合
の事業ですが、被保険者の生の声を反対意見として訴
えました。

【 賛 成 意 見 】　奥村議員

　後期高齢者医療制度は、高齢者の医療の確保に関する
法律により、県内の全ての市町村が加入する奈良県後期
高齢者医療広域連合で、資格の管理、保険料の賦課決定、
医療の給付が行われており、市町村は、本特別会計を設置
し、町民の身近な窓口として、保険料の徴収事務、その他
各種申請の受付や保険証の引渡しなどを行っているもの
です。
　後期高齢者医療制度の運営や保険料率は、県内の市町
村議会議員及び市町村長で構成された広域連合議会に
おいて決定されるものであり、市町村には決定する権限
はありません。
　このことから、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について、特段に反対する理由はないため、賛成し
ます。

令和４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
（賛成多数で認定）

【 反 対 意 見 】　横田議員

　私は、こども・子育て政策を総合的にすすめていくこ
とに賛同しています。
　政府が今年６月に策定した「こども未来戦略方針」で
は、若い世代が結婚や子育てに将来展望を描けないこ
と、子育てしづらい社会環境があること、子育ての経済
的・精神的負担感や不公平感が存在することを課題とさ
れています。そして、若い世代の所得を増やす、社会全
体の構造・意識を変える、すべてのこども・子育て世帯を
切れ目なく支援することを基本理念に、安定的な財源
の確保をしながら、今後３年間の集中的な取組をすすめ
られます。また、こども未来戦略方針では、学校給食費
の無償化に向けての調査が行われることが明記されて
います。
　政府・県には幅広い観点から少子化対策を効果的に
すすめていただくことを願い、学校給食費の無償化に
特化した意見書については反対します。

【 賛 成 意 見 】　溝部議員

　私は食育という教育を行うのに不可欠である学校給食
についても、義務教育段階においては教科書と同様に無
償化することが望ましいと考えます。
　新型コロナウイルス感染症拡大による経済的影響や、
ロシアのウクライナ侵攻戦争から端を発し物価が高騰し
ていることは私たちの生活に大変な影響を与えておりま
す。このことからも学校給食費無償化は早期に求められる
状況であります。
　給食費無償化は高騰する材料費などによって、自治体
財政を圧迫するなどの懸念が生じる可能性があり、解決す
べき問題も多く、実施に踏み切れない市町村が少なくあ
りません。よって政府におかれましてはすみやかに財源を
確保し、学校給食費無償化に向けた取り組みを着実にそ
して少しでも早く推進いただくよう強く要望し、意見書提
出に賛成します。

学校給食費無償化の着実な推進を求める意見書について
（賛成少数で否決）

委員会のうごき

　議案に対して賛否が分かれた場合等、議員が自己の賛否の意見を
表明し、その理由を述べる「討論」を行います。
　９月定例会で２件の討論が行われました。

▶
希
望
者
に
無
償
貸
与
さ
れ
る

　

戸
別
受
信
機

◀
舟
塚
古
墳
の
石
室

15 14



　

今
号
が
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
に
は「
紅

葉
の
た
よ
り
」が
聞

こ
え
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

　

今
年
は
猛
暑
が

続
き
、植
物
は
そ
の

対
応
に
追
わ
れ
、早

め
の
開
花
や
な
か

な
か
実
が
な
ら
な
い

な
ど
、季
節
感
に
も
ず
れ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

作
物
や
草
木
が
試
練
に
耐
え

順
応
し
て
い
く
力
に
は
、
目
を

見
張
る
ば
か
り
で
す
。

　

年
月
を
経
て
、
自
分
に
見

合
っ
た
生
き
方
を
見
つ
け
て
い

く
こ
と
は
、
私
た
ち
も
見
習
い

た
い
で
す
ね
。

（
濱
委
員
長
記
）

議会の新しい構成をお知らせします

議
会
だ
よ
り

◆
〒
636-0198

  　
 奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12
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令和５年は、法隆寺地域の仏教建造物が日本で初めて
　　　　　　　　　　　　　　　世界文化遺産に登録されて３０年です。
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9月定例会

▲作品名「天高く～いにしえからのメッセージ～」　木田　祥子　撮影　　
（撮影地　法起寺）

一般質問要旨
　議員が行政全般にわたって、町長など執
行機関に対して、事務の執行状況や将来に
対する方針などについて質問や報告・説明
を求める「一般質問」。
　どのような質問が行われるか、本会議初日
（夕方）にアップしています。

定例会・臨時会
委員会の日程

　直近に開催される定例会・臨時会

各委員会の日程を掲載しています。

会議録

　本会議や各委員会での議員や町の理
事者等の発言を詳しく記録した会議録
をホームページで掲載しています。
（平成１３年以降の本会議・委員会）

議案・審議結果

　各定例会等に提出された議案と議決

結果を掲載しています。（令和４年度第

１回定例会以降の議案・審議結果）


